
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『
風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に

つ
い
て

宮
田

光

・
安
田
徳
子

・
乾

澄
子

は
じ
め

に

本
稿
は
、
標
題
に
掲
げ
た
山
本
読
書
室
旧
蔵
の
山
本
本
に
つ
い
て
紹
介
し
、
か

つ
、
同
系
統
と
み
ら
れ
る
京
都
大
学
付

属
図
書
館
蔵
本

(京
大
本
と
略
称
)
・
陽

明
文
庫
蔵
甲
本

(陽
甲
本
と
略
称
)
と

の
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
現
存
の
最
善
本
と
目
さ
れ
る
陽
甲
本
は
巻

一
か
ら
巻
十
ま
で
で

あ
り
、
本
稿
で
扱
う
対
象
も
そ
の
範
囲
の
七
五
九
首
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
参
加
し
て
い
る
名
古
屋
国
文
学
研
究
会

で
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
こ

の
歌
集
を
輪
読
す
る
に
あ
た
り
、
陽
甲
本
が
前
半
し
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
陽
甲

本
と
同
系
統
の
、
歌
数
の
最
も
多
い
京
大
本
を
底
本
と
し
て
き
た
が
、
昨
令
和
元

年
七
月
、
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
の
ご
好
意
に
よ
り
、
山
本
本
を
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
、
山
本
本
が
京
大
本

・
陽
甲
本
と
非
常
に
近
い
写
本

で
あ
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
三
本
と
諸
本
と
の
関
係
及
び
三
本
相
互
の
間
の
位
置

づ
け
を
示
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
以
下
、
「諸
本
」
と
呼
ぶ
の
は
、
名
古
屋
国

文
学
研
究
会
著
の

『風
葉
和
歌
集
新
注
』

(青
簡
舎
刊
)

の
凡
例
に
掲
げ
た
諸
本

の
う
ち
、
古
筆
切

・
抜
書
本
を
除
き
、
巻

一
か
ら
巻
十
を
持

つ
二
四
本
及
び
巻

一

　　
ユ
　

か
ら
巻
六
を
も

つ
一
本
の
計
二
五
本
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
番
号
は
国
歌
大
観
番
号

と
同

一
で
あ
る
。

(注

1
)

123456781918171615141312ユllO9

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
甲
本

(宮
甲
)

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本

(蓬
左
)

陽
明
文
庫
蔵
乙
本

(陽
乙
)

穂
久
遽
文
庫
蔵
嘉
永
元
年
写
本

(嘉
永
)

田
中
登
蔵
本

(田
中
)

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本

(清
心
)

日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
i
蔵
甲
本

(
日
甲
)

静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
文
庫
本

(静
嘉
)

石
川
県
立
図
書
館
蔵
川
口
文
庫
本

(川
口
)

篠
山
市
歴
史
資
料
館
蔵
青
山
文
庫
蔵
本

(篠
山
)

彰
考
館
文
庫
蔵
甲
本

(彰
甲
)

丹
鶴
文
庫
本

(丹
鶴
)

宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本

(伊
達
)

龍
門
文
庫
蔵
本

(龍
門
)

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本

(天
理
)

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本
居
文
庫
蔵
本

(東
大
)

明
治
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵
本

(明
大
)

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本

(狩
野
)

内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
本

(内
閣
)
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『風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て
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京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『
風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
甲
本

(松
甲
)

刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本

(刈
谷
)

龍
谷
大
学
蔵
本

(龍
大
)
・

藤
井
隆
蔵
本

(藤
井
)

同
志
社
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

(同
大
)

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

(国
研
)
(巻

一
～
巻
六
)

一

山
本
本

書
誌

整
理
番
号

二
二
四

一

綴
葉
装

上
下
二
冊

表
紙

藍
色
地
金
欄
織
子
。

花
紋
。

題
籏
見
返
し

料
紙
寸
法
上
巻
下
巻

二
重
の
菱
形
枠

(間
に
流
水
紋
)
の
中
に
菊

な
し
。

上
部
に
金
泥
で
龍
の
刷

り
模
様
。
下
部
は
金
砂
子
。

薄
様
。
虫
損
な
し
。
朱

な
し
。

縦
二
二
、

一
セ
ン
チ
。

横

一
七
、
八
セ
ン
チ
。

一
面

遊
紙

前
後
と
も
な
し
。

墨
付

一
五
三
丁

遊
紙

前
後
と
も
な
し
。

墨
付

二
〇

一
丁

=

行
。

上
巻

(
一
ウ
か
ら
起
筆
)

序
～

巻
八
。

各
巻
の
内
題

「風
葉
和
歌
集

巻
第

一
/
春
上
」
(巻

一
～
巻
六
も
同
様
)。

巻
七
の

「
釈
教
」
の
前
行
に

「
風
葉
和
歌
集

巻
八
」
と
書
き
入
れ
。

巻
八
の
内
題
を

「
風
葉
和
歌
集

巻
八

(九
)
と
訂
正
。

ヒ

巻
八
の

「
羅
旅
」
の
前
行
に

「
風
葉
和
歌
集

巻
十
」
と
書
き
入
れ
。

巻
二
84
歌
85
詞
書
を
同
筆
の
書
き
入
れ
に
よ
り
補
う
。

巻
四
㎜
歌
を
同
筆

の
書
き
入
れ
に
よ
り
補
う
。

巻
四
秋
上

・
巻
五
秋
下
は
他

の
巻
と
は
別
筆
。

下
巻

(
一
ウ
か
ら
起
筆
)

巻
十

一
～
十
八
の
後
ろ
に
哀
傷

・
賀
を
配
置
。

　

　

各
巻
の
内
題
を

「風
葉
和
歌
集

巻
第
九
」
以
下
、
二
巻
ず

つ
ず
ら
し
て
訂
正

し
、
「
風
葉
和
歌
集

巻
第
十
七
(九
)」
「風
葉
和
歌
集

巻
第
十
八
(廿
)
」
と

ヒ

ヒ

訂
正
し
、
巻
十
九
と
し
て
哀
傷

・
巻
廿
と
し
て
賀
を
置
き
、
二
十
巻
の
体
裁
に

し
て
い
る
。
猶
、

一
六
二
丁
は
半
切
で

一
六

一
丁
と

一
六
三
丁
の
間
に
挿
入
さ

れ
て
い
る
。

一
六
二
丁
に
は
雑
三
の
脇
番
の
歌
か
ら
甜
番
詞
書
ま
で
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、

一
六
三
丁
に
は
脇
番
の
歌
と
贈
番
の
詞
書
及
び
剛
番
詠
者
名
か
ら

蜥
番
歌
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
初
め
の
書
写
段
階
で
㎜
番
の

詞
書
ま
で
書
写
し
た
と
こ
ろ
で
、
た
ま
た
ま
親
本
を

一
丁
分

(㈱
番
詠
者
名
～

剛
番
詞
書
)
飛
ば
し
て
、
そ
の
ま
ま

一
六
四
丁
表
の
雑
三
の
巻
末
の
㎜
番
歌
ま

で
書
写
し
て
し
ま

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
な
り
書
き
進
め
た
後
に
脱
落
に

気
づ
き
、
飛
ば
し
た

一
丁
分
を
別
紙
に
書
写
し
て
、

一
六
二
丁
と
し
て
挿
入
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
翻
番
の
歌
と
㎜
番
詞
書
が
重
複
し
て
い

る
。
最
後
尾
に
奥
書
あ
り

(句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
)
。

此
集
之
作
者
不
知
為
何
人
。
十
九

二
十
之
巻
載
長
歌
物
名
折
句

連
歌
等
之
由
見
干
序
文
。
今
此
両

巻
紛
失
嘆
惜

(林
原
乙
は
情
)
不
少
焉
。
傍
分

七
巻
之
末
釈
教
為
八
巻
、
分
八

巻
之
離
別
羅
旅
為
九
十
之

巻
、
分
九
巻
之
賀
哀
傷
為

十
九
二
十
之
巻
、
以
備
二
十
巻
之

員
。
後
来
若
有
全
部
之
本

可
復
其
旧
者
也
。
穴
賢
々
々
。

寛
文
七
薪
神
無
月
十

一
日

(林
原
乙
は
八
年
/
正
月
日
)
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[付
記
]
山
本
本
の
本
文
は
京
大

・
陽
甲
本
に
非
常
に
近
い
。
脱
落
も
な
く
、
知

ら
れ
て
い
る
限
り
の
歌
は
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
。
完
本
と
し
て
は
最
善
本
と
い

う
べ
き
か
。
但
し
、
こ
の
山
本
本
は
、
京
大

・
陽
甲
本
が
宮
甲
本
以
下
の
伝
本
と

同
じ
く
巻
七
が
神
祇
釈
教
、
巻
八
が
離
別
罵
旅
、
巻
九
が
哀
傷
、
巻
十
が
賀

で
あ

る
の
に
対
し
て
、
右
に
示
し
た
如
く
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
体
裁
及
び
奥
書
(識
語
)
か
ら
思
量
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
①
山
本
本
は

京
大

・
陽
甲
本
と
同
系
統

の
親
本
を

書
写
し
た
が
、

そ
の
時
、

「哀
傷
」
巻
と

「賀
」
巻
を
雑
三
の
後

へ
移
し
て
書
写
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
巻
九
恋

一
、
以
下

巻
十
六
雑
三
と
改
め
、
巻
十
七
哀
傷
、
巻
十
八
賀
と
改
あ
た
。
勅
撰
集
に
お
い
て

は
、
最
終
巻
を
賀
で
終
わ
る
体
裁
が
非
常
に
多
い
の
で
、
そ
れ
に
倣

っ
た
も
の
か

と
思
わ
れ
る
。
②
次
に
、
『
風
葉
集
』

は
序
文
か
ら
本
来
二
十
巻

で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か

っ
て
い
る
の
で
、
巻
十
九
と
巻
二
十
が
散
逸
し
て
い
る
こ
の
本
の
状
態
を

便
宜
上
二
十
巻
に
す
る
た
あ
、
巻
七
の
神
祇
釈
教
と
巻
八
離
別
覇
旅
を
分
割
し
て
、

巻
七
神
祇
、
巻
八
釈
教
、
巻
九
離
別
、
巻
十
覇
旅
と
し
、
巻
十

一
恋

一
以
下
、
巻

十
八
雑
三
に
戻
し
、
巻
十
九
哀
傷
、
巻
二
十
賀
と
、
書
入
に
よ

っ
て
改
あ
た
。
③

そ
の
上

で
奥
書
を
書
い
た
。

こ
の
書
入
は
墨
色
が
本
文
と
異
な
る
が
、
本
文
と
同

筆
か
と
思
わ
れ
る
。
奥
書
が
こ
の
二
段
階
の
作
業
を

一
連
の
も
の
と
し
て
記
し
て

い
る
こ
と
、
巻
数
を
改
め
る
の
に
ミ
セ
ケ
チ
で
な
く
書
き
重
ね
て
い
る
場
合
が
多

い
こ
と
等
か
ら
、
巻
数

の
変
更
は
同
じ
書
写
者
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
山
本
本
は
寛
文
七
年

(
一
六
六
七
)
十
月
十

一
日
に
成

っ

た
二
十
巻
本
そ
の
も
の
と
判
断
す
る
。
書
写
者
は
未
詳
。

一
方
、
山
本
本
は
、
林
原
文
庫
他

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
池
田
光
政
筆
の
八
種
の

ぬ
き
が
き

抜
書
本
(原
豊
二

「池
田
光
政
と

「抜
書
」
1

『風
葉
和
歌
集
』
『拾
遺
百
番
歌
合
』

を
め
ぐ

っ
て
ー
」
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
』
〈四
〇
1

一
、
二
〇

一

六

・
三
〉
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
)、
光

政
長
男
綱
政
筆
の
慶
大
本
(恋

一
の
み
)
・

神
宮
本
(抜
書
本
)
と
も
非
常
に
近
い
。
特

に
、
林
原
乙
本
は
山
本
本
と
全
く
同
じ

奥
書
を
持

つ
が
、
林
原
乙
本

の
日
付
は
翌
年

(寛
文
八
年
)
正
月
で
あ
る
。
同
文

の
奥
書
な
の
に
な
ぜ
日
付
が
異
な
る
の
か
疑
問
だ
が
、
林
原
乙
本
は
抜
書
本
な
の

京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『
風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

で
、
林
原
乙
本
か
ら
山
本
本
を
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

池
田
光
政
が
作
成
し
た
抜
書
本
の
親
本
は
山
本
本
ま
た
は
そ
の
写
本
と
見
る
ほ
か

は
な
い
。
或
い
は
、
寛
文
八
年
正
月
に
、
山
本
本
を
書
写
し
た
本
が
作
ら
れ
て
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
が
林
原
乙
本
の
親
本

で
、
池
田
家

に
所
蔵
さ
れ
、
少

な
く
と
も
光
政
か
ら
綱
政
に
は
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。

ま
た
、
神
宮
文
庫
蔵
本
は
、
「
延
宝
弐
年
(
一
六
七
四
)寅
極
月
五
日
忠
清
書
写

之
」

の
奥
書
を
持
ち
、
四
季

・
神
祇

・
釈
教

・
雑

・
離
別

・
羅
旅

・
哀
傷
の
順
で

一
九
七
首
が
抜
き
出
さ
れ
て
い
る
。
池
田
光
政
書
写
本
と
近
似
し
て
い
る
。
恋
と

賀
が
な
い
の
で
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
山
本
本
か
ら
更
に
、
離
別
罵
旅
も
雑
の

後
に
廻
し
た
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。

[伝
来
]
本
書
は
山
本
亡
羊
読
書
室
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
の
読
書
室
は
平
安
読
書

室
と
も
呼
ば
れ
、
京
都
油
小
路
五
条
で
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
儒

医
山
本
家
が
主
宰
し
た
家
塾
で
、
濫
膓
は
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)、
亡
羊

の
父
封

山
が
儒
医
と
し
て
勤
仕
し
た
西
本
願
寺
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
文
如
上
人
か
ら

下
賜
さ
れ
た
学
問
所
を
自
宅

に
移
築
、
講
堂
と
し
て
経
書
の
講
義
を
行

っ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
こ
の
読
書
室
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
次
代
亡
羊

の

時
代
で
、
亡
羊
は
、
本
草
学

・
医
学

・
儒
学
を
修
め
、
書
と
詩
文
、
礼
法
、
雅
楽
、

和
歌
、
槍
術
、
剣
法
も
学
ん
で
、
「読
書
室
」
に
加
え
て
、
邸
内

に
薬
草
園
を
備

え
、
本
草
学

・
医
学

・
儒
学

の
講
義
と
物
産
会
や
採
薬
を
行
い
、
多
く
の
弟
子
を

育
て
、
自
ら
も
多
数
の
著
作
を
成
し
た
。
読
書
室
に
は
、
講
義
や
研
究

の
た
め
に

多
数

の
蔵
書
や
標
本
が
蒐
集
さ
れ
、
公
開
も
さ
れ
て
い
た
。
禁
門
の
変
(元
治
元

年
〈
一
八
六
四
〉
)
で
読
書
室
が
焼
失
し
た
が
、
蔵
書
や
標
本
は
難
を
遁
れ
て
残

っ

た
。
亡
羊
残
(安
政
三
年
企

八
五
六
〉)
後
の
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)、
五
人

の
子

息
に
よ

っ
て
読
書
室
は
再
建
さ
れ
、
活
動
も
さ
ら
に
発
展
し
、
近
年
ま
で
継
承
さ

れ
て
い
た
。
読
書
室
の
蔵
書
は
現
在
、

一
部
は
愛
知
県
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文

庫
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
る
。
蔵
書
の
中
心
は
亡
羊
と
そ
の
子
息
が
専
門
と
し
た
本
草
学

・
博
物
学
に
関

わ
る
著
作
で
あ
る
が
、
素
養
の
あ

っ
た
漢
詩
文

・
和
歌
に
か
か
わ
る
も
の
も
含
ま

一3一



京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

れ
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
蔵
書
の

一
つ
で
あ
る
が
、
読
書
室
の
蔵
書
と
な

っ
た
経

緯
は
、
亡
羊
の
時
代
か
そ
の
子
息
の
時
代
か
も
含
め
て
、
全
く
不
明
で
あ
る
。

二

京
大
本

・
陽
甲
本

・
山
本
本
と
諸
本
と
の
相
異
点

に
つ
い
て

1

諸

本

の
脱

落

・
錯

簡

(
「
詞

」

は
詞

書

、

「
左

」

は

左

注

、

「
詠

」

は
詠

者

名

を

示

す
。
)

価

歌

(
嘉

永

あ

り

・
二

四

本

欠
)
・
捌

(
二
五

本

・
全

文

欠

)
・
餅

歌

(
二

五

本

欠
)
・
謝
詞

(
二
五

本

欠
)
・
麟
歌

～

鵬
詠

(
二

四
本

欠
)
・
脳
詠

(
二

四
本

欠
)
・

鰯

(
二

四

本

・
全

文

欠

)
・
㎝
詞

〈
花

を

〉

～

脳
詞

〈
侍

り

て

か

の
〉

(
二

四

本

欠

)
・
謝
詞

～

鶴
詞

(
二

四
本

欠

・
㈱
詞

山

本

欠

)
・
㎝

詞

〈
き

こ

へ
さ

せ

給

け

る

〉

～

銅

歌

(
二

四

本

欠

)
・
晒
歌

下

句

～

㎜
歌

上

句

(
二

四
本

欠

)
・
悩

(
二

四

本

・
陽

甲

・
全

文

欠

)

以

上

、

妬

・
脚

・
窟

を

除

き

、

諸

本

に
欠

け

て

い
る

も

の
が

、

三

本

に

は
す

べ

て
あ

る
。

ま

た

、

諸

本

は
罰

詠

～

胴

歌

が

謝

歌

の
後

に
入

っ
て

い

る
が

、

三

本

に

は

こ

の
錯

簡

が

な

い
。

こ
れ

だ

け

で
も

、

諸

本

に
対

し

て
三

本

が

圧

倒

的

に
優

れ

て

い

る

こ
と

が

わ

か

る
。

例

外

的

に

鵬
詞

(「
か

へ
し
」
)

が

諸

本

に

は
あ

る
が

三

本

に

は
な

い
。

こ
れ

は
、

返

歌

で

は
な

く

、

唱

和

で
あ

る
か

も

し

れ

な

い
。

な

お

、

京

大

本

は
秋

下

の
巻

末

(
イー⊥

∩イU

」4凸～

R
U

q
)

∩5))

を

欠

い

て

い

る
が

、

こ
れ

は
、

本

文

が

劣

っ
て

い

る
と

い
う

よ

り

は
、

別

の
何

ら

か

の
事

情

で
失

わ

れ

た
と

見

る

べ

き

で
あ

ろ
う

。

2

三
本
と
諸
本
の
部
分
的
な
異
同

三
本
が

一
致
し
て
諸
本
と
異
な
る
箇
所
は
、
1
を
除
い
て
、
概
算

で
も

=
二
〇

ほ
ど
あ
る
。
以
下
に
任
意
に
例
を
挙
げ

て
お
く
。
漢
字

・
仮
名

・
用
字

の
違
い
は

無
視
し
た
。
猶
、
三
本
欄

の
()内
は
三
本
と
同
文

の
諸
本
名
、
諸
本
欄

の
()内

の

漢
数
字
は
異
文

の
諸
本
数
、
ま
た
異
文

の
諸
本
名
。

ア
、
明
ら
か
な
異
同

44642

歌 詠

583573563

歌 詞 詠

642603

歌 詠

 

イ

、

脱

落

97
詠

伽
詞

444270269

左 詞 詠

ウ
、677547

術 詞 詞字

 

鵬
詠

(京
大

・
陽
甲

・
山
本
)

中
宮
共
な
れ

(嘉
永
)

中
宮

(丹
鶴
)

水木
の
は
を
衣
苔
を

内
大
臣

秋
も
す
ゑ
葉
の

(天
理

・

東
大

・
明
大

・
狩
野
)

(京
大

・
陽
甲

・
山
本
)

中
納
言
涼

春
風
に
物
う
く
み
ゆ
る

山
吹
は
こ
＼
の
へ
に
て
や

源
中
納
言
女

い
ひ
わ
ひ
て

給
て
お
ほ
と
の
こ
も
り
と

も
な
き

(に
京
大
)
お
ほ

ん
夢
に

つ
け
給
ひ
け
る

か
の
く
に
の
人

み
ま
か
れ
り
け
る
に
(宮

甲

・
丹

鶴

)

(京

大

・
陽

甲

・
山

本

)

二
条

の

(天

理

・
東

大

・

明
大

・

狩

野

)

(諸
本
)

中
将

(二
五
)

と
も
か
な

(二
二
)

と
も
し
れ

(日
甲
)

中
将

(二
三
)

水
う
み

(二
四
)

木
の
は
の
衣
苔
の

(二
四

・

苔
龍
大
)

関
白

(二
四
)

秋
に
も
す
ゑ
は

(二
〇
)

(諸
本
)

中
納
言

(二
四
)

中
納
言
源
中
将

(日
甲
)

欠

(二
五
)

給 欠 源
け(中
る 二 納
(五 言一)
　 　

四 二)五
)

 

か
の
く
に
人

(二
二
)

み
ま
か
り
け
る
に

(二
四
)

(諸
本
)

二
条
院

の

(二

一
)
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鰯
詞

脚
詞
獅
詞
鵬
詞

工
、
誤
読

640620602571547534460355169

歌 歌 詞 歌 歌 歌 歌 歌 歌

一
条

六
条
御
息
所

い
り
侍
け
れ
は

(京
大

・
陽
甲

・
山
本
)

か
く
る

(松
甲
)

風
も
か
は
る
な
と

(刈
谷
)

心
よ
別
て
ふ
る
は

ゆ
ふ

つ
け
鳥
も

ー
け
る
こ
と
し
も

君
な
く
て

つ
ね
に

鵬
詞

さ
い
ひ
し
そ

晒
詞

す
き
か
け
に
心
く
る
し
け

な
れ
は

鯉
詞

い
ろ
き
て

オ
、
そ
の
他
(京
大

・
陽
甲

・
山
本
)

鰯
詞

や

一
条
院

(二
四
)

八
(
一
イ
)条
院

(狩
野
)

六
条
院
御
息
所

(二
五
)

ま
ゐ
り

(二
四
)

侍
け
れ
は
よ
め
る

(二
四
)

(諸
本
)

か
＼
る

(二
四
)

風
に

(二
五
)

か
は
る
な
よ

(二
三
)

心
も

(二
四
)

別
て
ふ
な
は

(二
四
)

ゆ
ふ
つ
け
鳥
と

(二
四
)

1
け
る
に
と
し
も

(二
四
)

君
な
ら
て

(二
四
)

つ
ゐ
に

(
二
三
)

つ
ゐ
の

(狩
野
)

さ
ひ
し
う

(
二
三
)

欠

(嘉
永
)

す

き

か

け

も

心

く

る
し

け
れ

は

(
二

四

・
き

か

け
蓬

左

・
陽

乙

・
彰

甲

・
内

閣

)

い

う

に

て

(
二

四
)

(諸
本
)

な
み
た
の
か
＼
り
け
る
に
や

(二
四
)

京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『
風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

ア
～

エ
の
例
を
み
る
と
、
諸
本

の
脱
落
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
三
本
の
術
字
で

あ

っ
た
り
、
諸
本
の
街
字
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
三
本

の
脱
落
で
あ

っ
た
り
す
る

場
合
も
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
お
お
む
ね
三
本
の
方
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ご
く
僅
か
の
差
で
は
あ

っ
て
も
、
三
本
と
諸
本
が
鮮
や
か
に
分
か
れ
る
例
が
多
い

の
で
、
こ
の
両
系
統
に
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
り
、
京
大

・
陽
甲

・
山
本
の
三
本

は
、
恐
ら
く
共
通
の
祖
本
を
持

つ
、
優
れ
た
写
本
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
オ
に

挙
げ
た
硲
番
詞
書
は
、
「諦
経

に
せ
ん
と
し
け
る
に
、
な
み
た
の
か

㌧
り
け
る
に

や

い
ろ
の
か
へ
り
た
る
を
」
と
い
う
文
で
あ
る
の
に
、
三
本
の
祖
本
が
、
「け
る

に
」
の
目
移
り
に
よ

っ
て

「な
み
だ
の
か

＼
り
け
る
に
」
を
落
と
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
三
本
或
い
は
そ
の
祖
本
は
、

こ
の
部
分
を
有
す
る
他
の
諸

本

の
親
本
で
は
あ
り
え
な
い
。

三

京
大

・
陽
甲

・
山
本

の
三
本

の
差
異

に

つ
い
て

三
本

の
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
異
文
を
挙
げ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

1

京

大

本

の

独

自

異

文

京

大

本

の

三

本

間

に

お

け

る

独

自

異

文

は

、

概

算

で
も

一
六

〇

近

く

あ

る

。

ア
、

京

大

本

の

脱

落

①

詠

者

名

ー

2

・
4

・
24

・
46

.
64

.
80

.
92

.
拗

.
燭

.
鵬

.
鵬

.
蹴

.

　

タ
リ

ユ

　

　

　ヘリ

　

　せ

で
　

20

.
20

.
羽

.
盟

.
認

.
泌

.
組

.
詔

.
肥ω

②

詞

書

1

90

・
鵬

・
鰯

・
㎝

③

巻

末

の
欠

落

(
1

3

」4よ～

6

n㍊U

3

)

イ
、

異

同

1348725

歌 詠 詞

(任
意

の
例
を
挙
げ
て
お
く
)

(京
大
)

う
き
よ
り

ひ
ろ
き
は

せ
d
,

(陽
甲

・
山
本
)

う
ち
よ
り

ひ
ろ
さ
は

せ
釧
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745671317735711677665604523522464451446435414302194167

歌 詞 詠 詞 詞 歌 詞 歌 詞 詞 詞 左 詞 歌 詞 歌 歌 歌

京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

な
か
れ
て
も

お
き
ぬ
る

い
り
な
ら
ん

渕
ほ
ふ

い
く
創

51
き
て

ざ
れ
は

か
制

の

く
に
さ
せ

き
団
え

か
劃
し

ひ
と
り
た
ち

君
の
な
と
＼
し
て

剤
さ
せ

歌家

に

露

な
か
れ
て
と

お
き
ゐ
る

い
か
な
ら
ん

凋
ほ
ふ

い
く
渕

訓
き
て

d
れ

は

か
刎

の

く
た
さ
せ

き
ご
え

か
劃
し

ひ
と
り
こ
ち

君
か
な
と
く
し
て

矧
さ
せ

弁色
に

(「宮
に
」
諸
本
)

鶴

δε遍 謬 穆 京

マε2;ネ §i藝暴奈
一 し丁 利 つ 一[TL、 は

ll誇ll曇1
舌 墜 ま響1峯
↑冠E夏 萸Σ ぎ套 昆

で産 ↑∴とε甕蒙 釜

箋誰 蚕舞

欝謙
な
ど
。
漢
字
も
、
……詠

・
褐
歌
の
よ
う
に
、
似
た
字
を
適
当
に
用
い
る
場
合
が
あ

る
。
㎝
詞
は
喪
服
を
意
味
す
る

「色
に
」
が
正
し
い
。
「色
」
と

「宮
」
を
誤
る

の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「家
」
と
な
る
と
理
解
に
苦
し
む
。

京
大
本
と
陽
甲
本
を
比

べ
る
と
、
各
丁
の
行
数

・
字
配
り

・
字
体
な
ど
が
酷
似

し
て
い
て
、
祖
本
を
同
じ
く
す
る
距
離

の
近
い
本

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
陽
甲
本

と
並

べ
る
と
、
不
注
意
に
書
き
飛
ば
し
た
感

の
あ
る
京
大
本

の
欠
点
が
よ
く
見
え

て
く
る
の
で
あ
る
が
、
親
本
の
方
も
、
や
や
読
み
辛
い
字
で
は
な
か

っ
た
か
と
推

測
さ
れ
る
。

2

陽
甲
本
の
独
自
異
文

陽
甲
本
の
三
本
間
に
お
け
る
独
自
異
文
は
三
四
例
あ
る
。

ア
、
陽
甲
本
の
脱
落

窟
全
欠

・
働
詠
欠

イ
、
脱
字
ま
た
は
術
字
に
よ
る
異
同

(○
は
正
と
思
わ
れ
る
表
記
。)

鵬
詠
蜥
詞
脚
詞
謝
詠
鵬
詞
脚
詞
隔
詞

ウ
、

(陽
甲
)

さ
か
の
院

○
題
し
ら
す

か
き
な
ら
し

太
政
大
臣

よ
み
侍
け
る

い
て
＼
た
ち

関
白

誤
読
ま
た
は
訂
正
に
よ
る
異
同

(陽
甲
)

31128421691

詞 詠 詠 歌

に
ほ
ひ
は

○
右
の

○
仁
和
寺
法
親
王

ひ
と
り
こ
た
せ

(京
大

・
山
本
)

○
さ
か
き
の
院

欠か
き
な
ら
し
侍
け
る

○
太
政
大
臣
女

よ
み
け
る

い
て
た
ち

関
白
の

(京
大

・
山
本
)

に
ほ
ひ
そ

后

の

仁
和
寺

の
親
王

ひ
と
り
た
た
せ
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757735731634617600547495472430408400386373364316312

詠 詞 詞 詞 詠 歌 歌 歌 詞 詞 歌 歌 歌 詞 歌 歌 詞

 

他
の
四
例
は

捌
詠
の

「
法
親
王
」
と
す
る
の
は
諸
本

の
中
で
も
陽
甲
本
の
み
で
あ
る
が
、
諸
本

は

「法
」
を

「
の

(能
)
」
と
誤
読
し
た
か
。
額
詞
は

『
源
氏
物
語
』
賢
木
巻
、

鵬
歌
も
お
な
じ
く
幻
巻
を
典
拠
と
す
る
。
陽
甲
本
は

『源
氏
物
語
』
の
本
文
と

一

致
し
て
い
る
。
鰯
歌
も

「ふ
る
え
」
と
す
る
の
は
、
諸
本
の
中
で
も
陽
甲

・
田
中

本

の
み
。
歌
語
に

「
萩
の
古
枝
」
の
用
例
は
多
い
が

「萩
の
古
葉
」
の
用
例
は
な

い
。
衙
詠
も
、
陽
甲
本
は
典
拠
の

『
う

つ
ほ
物
語
』
菊
の
宴
巻
と

一
致
し
て
い
る
。

獅
歌

の

「
見
ぬ
」
は
、
も
と
も
と

「見

る
」
と
書
い
た
も
の
を
見
セ
ケ
チ
で
訂
正

し
て
い
る
。
詞
書
に
、
「漸
見
無
数
仏
」
と
、
『法
華
経
』
方
便
品
か
ら
引
用
し
て

お
り
、
「
無
数
仏
」
を
読
み
誤

っ
て
、
歌

の

「か
ず

の
仏
を
み
る
」
を

「
み
ぬ
」

と
訂
正
し
た
も
の
か
。
㎝
詠
は

「萱
が
下
折
」
を
誤

っ
た
も
の
。
以
下
、
通
常
発

○
か
た
お
き
ゐ
し

う

へ
は

○
日ふ
る
え

う
N
わ
ひ
さ
す
る

つ
か
は
さ
せ

○
引
み
み
る

(
ぬ
)

ヒ
　

ほ
と
＼

月
は
下
柳

○
と
て

日
欽月た

り
民
部
卿

「
り
」
と

「
る
」

う
た
お
き
ふ
し

う

へ
に

月ふ
る
は

う
つ
-

わ
ひ
ま
さ
る

つ
か
え
さ
せ

訓
み

○
み
る
ほ
と
に

月
そ

○
下
折
と
ぞ

○
[口た
ま
ひ

民
部

の
差
異
な
の
で
省
略
し
た
。

京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

生
す
る
よ
う
な
誤
写
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

陽
甲
本
は
、
京
大
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
字
配
り

・
字
体
な
ど
も
含
あ
て
、

親
本
を
極
め
て
忠
実
に
写
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
鋤
詞

・
謝
歌

・
謝
歌

・
辮
詠

の
よ
う
な
場
合
、
典
拠
に
忠
実
な
陽
甲
本

の
本
文

の
方
が
親
本
の
本
来
の
姿
を
伝

え
て
い
る
の
か
、
或
い
は
逆
に
、
典
拠
に
合
わ
な
い
親
本

の
本
文
を
陽
甲
本
が
訂

正
し
た
の
か
。
親
本
の
忠
実
な
書
写
か
、
独
自

の
判
断

に
よ
る
訂
正
か
、
と
言
え

ば
、
前
者
の
方
が
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
存
の
写
本
の
中
で
は
陽

甲
本
は
最
も
古
く
、
陽
明
文
庫
の
名
和
修
氏

の
御
教
示
に
よ
る
と
、
元
和

(
一
六

一
五
～
二
四
)

・
寛
永

(
一
六
二
四
～
四
四
)
頃

の
写
本
か
と
い
う

(「
伝
本
紹

介
」
・
『風
葉
和
歌
集
研
究
報
』
第
五
号

・
二
〇
〇
六
年
九
月
)
。
前
半

の
巻
だ
け

で
い
え
ば
、
陽
甲
本
が
最
善
本
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
京
大

・
山
本
本
以
外
は
、

陽
甲
本
も
含
め
て
す
べ
て
の
諸
本
が
悩
番
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
陽
甲
本

或
い
は
そ
の
親
本

は
、
京
大
本

・
山
本
本

の
親
本

で
は
な
い
。

3

山
本
本
の
独
自
異
文

山
本
本
の
独
自
異
文
は

一
四
例
あ
る
。

(山
本
)

300295230108

歌 歌 歌 詞

 

脚
歌

603398

詞 詠

は
な
見
に
ま
か
り
て

ゆ
ふ

へ
は

虫
の
音
に

う
ら
み
ん

か

た

う

つ
ろ
ふ
い
ろ
や

き は

こ・か1

え(

り)

ま

 

伽
詞

欠

(京
大

・
陽
甲
)

花
に
ま
か
り
て

は
　

ゆ
ふ
へ
をに　

虫
の
音
を

訓

(う
)
ら
み
ぬ

(陽
甲
)

ヒう
ら
み
ぬ

(京
大

・
諸
本
)

う

つ
ろ
ふ
か
た
や

(陽
甲

・
諸
本
)

(京
大
欠
)

は
か
ま

き
こ
に

(え
)
(陽
甲
)

ヒ

き
こ
に

(京
大
)

御
返
し
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京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄
託

『
風
葉
和
歌
集
』
(山
本
本
)
に
つ
い
て

鵬
詞

ま
か
り
て

す
か
り
て

棚
詞

こ
と
な
く

よ
な
く

(陽
甲
)

よ
な
く

(京
大
)

鵬
歌

つ
き
て
も

つ
き
て
を

(陽
甲
)

つ
き
て
お

(京
大
)

間
歌

の
と
け
か
り

さ
や
け
か
り

観
歌

春
を

松
を

搦
詞

い
は
ほ

い
は
ひ

畑
詞

・
謝
詠

・
脇
詞

・
鵬
詞

・
㎜
歌

・
窺
歌

・
搦
歌
は
、
山
本
本
か
、
或
い
は

そ
の
親
本
か
、
ど
の
段
階
で
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
独
自
の
判
断
に
基

づ
く
訂
正
で
あ
ろ
う
。
㎜
歌
は
、
典
拠

の

『
う
つ
ほ
物
語
』
祭
り
の
使
巻
に
よ

っ

て

「か
げ
に
」
と
す
る
本

(天
理

・
東
大

・
明
大

・
狩
野
)
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど

の
本
は

[松
を
」
と
す
る
。
し
か
し
、
「
ま

つ
」
で
は
同
字

の
病
を
持

つ
歌
に

な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
原
態
は
典
拠
の

『
う

つ
ほ
物
語
』
の
ま
ま
に

「
か
げ
に
」

だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を

「
ま

つ
を
」
と
誤
写
し
た
本
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に

転
写
さ
れ
た
。

こ
れ
を

「春
」
と
異
体
字

の

「黍
」
と
の
誤
読
と
考
え
て
、
独
自

に

「春
」
と
訂
正
し
た
の
が
、
山
本
本
或
い
は
そ
の
親
本

の
筆
者

で
あ
ろ
う
。
脚

歌

・
獅
歌
は
親
本

(?
)

の
傍
書
を
参
考
に
し
て
判
断
し
た
も
の
か
。
、
鵬
詞
は
、

陽
甲
本
か
ら
察
す
る
に
、
親
本
は

「
き
こ
え

(江
)
」
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

謝
歌

・
謝
歌

・
謝
詞

・
初
歌
は
親
本

の
誤
り
か
、
山
本
本

の
筆
者

の
誤
り
か
。

陽
甲

・
京
大
本
が
袋
綴
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
山
本
本
は
綴
葉
装

で
あ
る
。

行
数
も
字
配
り
も
二
本
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
同
じ
仮
名

で
も
字
母
が
異
な
る
場

合
も
多

い
。
陽
甲

・
京
大
本

の
親
本
と
山
本
本

の
親
本
は
、
多
少

の
距
離
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

山
本
本

の
特
徴
は
、
読
み
誤
り
の
な

い
よ
う
に
明
瞭
に
写
す
態
度
で
あ
る
。
例

え
ば
蹴
詠
の

「
は
か
ま
」
の

「
か
」

を
訂
正
し
て

「
は
り
ま
」
(播
磨
)
と
し
た

字
は
、
山
本
本
は

「
り

(里
)」
で
あ

り
、
紛
ら
わ
し
い

「り

(利
)
」
で
は
な
い
。

ま
た
隈
歌
は

「
お
き
ゐ
る
」
を
京
大
本

が

「
お
き
ぬ
る
」
と
誤

っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
陽
甲
本
が

「
ゐ

(居
)」

で
あ
る
の
に
、
山
本
本
は

「
ゐ

(井
)
」
を
用
い

て
い
る
。
紛
れ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
煩
わ
し
い
の
で
い
ち
い
ち
挙
げ
な
い
が
、

山
本
本
に
は
、
正
確
さ
を
重
ん
ず
る
、
読
者

へ
の
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
巻
数

・

巻
序
を
変
え
た
こ
と
は
や
や
独
断
的
で
あ
る
が
、
奥
書
に
そ
の
根
拠
と
経
過
を
き

ち
ん
と
記
し
て
い
る
。
現
存
す
る
完
本
の

『風
葉
和
歌
集
』
の
中
で
は
最
善
本
と

言
え
よ
う
。

【付
記
】

山
本
読
書
室
旧
蔵

『風
葉
和
歌
集
』
の
調
査
を
御
許
可
下
さ
っ
た
所
蔵
者
及
び

京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
に
深
謝
致
し
ま
す
。

『風
葉
和
歌
集
』
は
、
名
古
屋
国
文
学
研
究
会
に
よ
っ
て
輪
読
が
進
行
中
で
す
。

本
稿
に
用
い
た
諸
資
料
は
会
員
諸
姉
の
努
力
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
研
究
会
の
成
果
は

『新
注
和
歌
文
学
叢
書

・
風
葉
和
歌
集

新
注
』

(青
簡
舎
刊
)
と
し
て
刊
行
中
で
あ
り
、
近
く
第
三
冊
が
発
行
さ
れ
る
予

定

で
す
。
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